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本
所
所
蔵
『
倭
寇
図
巻
』
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
に
赤
外
線
撮
影
に
よ
る
新

た
な
文
字
の
発
見
が
な
さ
れ
て
以
来
、
急
速
に
研
究
が
進
ん
だ
。
そ
の
成
果
は
折
々

に
報
告
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
日
の
国
際
研
究
集
会
に
先
立
ち
、
ま
ず

現
時
点
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
、
続
く
三
報
告
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ど
の
よ
う
な

流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。

一
、
赤
外
線
撮
影
に
よ
る
文
字
の
発
見
─
『
倭
寇
図
巻
』
の
性
格
の
確
定

　
『
倭
寇
図
巻
』
は
倭
寇
を
描
い
た
唯
一
の
絵
画
資
料
と
し
て
珍
重
さ
れ
、「
倭
寇
」

と
い
え
ば
、
こ
の
『
倭
寇
図
巻
』
の
倭
寇
像
が
引
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
状
況
は
中

国
・
韓
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
前
期
倭
寇
・
後
期
倭
寇
を
問
わ
ず
、
東
ア
ジ

ア
の
倭
寇
イ
メ
ー
ジ
は
「
倭
寇
図
巻
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
倭
寇
図
巻
』
そ
れ
自
体
に
は
、
図
巻
の
性
格
を
特

定
で
き
る
よ
う
な
文
字
は
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
『
倭
寇
図
巻
』
が
明

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
報
告

『
倭
寇
図
巻
』
研
究
の
現
状
と
課
題
─
趣
旨
説
明
に
か
え
て

須　
　

田　
　

牧　
　

子

二
〇
一
三
年
四
月
二
日
、
中
国
国
家
博
物
館
（
北
京
市
）
か
ら
陳
履
生
副
館
長
ら
を
招
聘
し
、「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
本
研
究
集
会
は
、
共
同
利
用
共
同
研
究

拠
点
研
究
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
」
の
特
定
共
同
研
究
海
外
史
料
領
域
、
及
び
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
倭
寇
」
画
像
の
収
集
と
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
研
究

と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
当
日
の
趣
旨
説
明
な
ら
び
に
三
報
告
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
本
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
の
黄
栄
光
氏
（
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史

研
究
所
）
か
ら
多
大
な
る
御
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。�

（
研
究
代
表
／
須
田　

牧
子
）

軍
と
倭
寇
と
の
合
戦
を
描
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
図
柄
か
ら
の
解
釈
に
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
行
わ
れ
た

赤
外
線
撮
影
の
成
果
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
三
つ
の
文
字
─
①
「
大
明
神
捷
海
防
天

兵
」
②
「
粛
清
海

倭
夷
」
③
「
弘
治
四
年
」
─
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
描
か
れ

て
い
る
の
は
明
軍
で
あ
る
こ
と
、
②
明
軍
が
戦
っ
て
い
る
相
手
は
倭
寇
で
あ
る
こ

と
、
③
時
代
は
一
六
世
紀
半
ば
、
後
期
倭
寇
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、『
倭
寇

図
巻
』
が
一
六
世
紀
半
ば
に
倭
寇
と
明
軍
が
勝
利
し
た
こ
と
を
描
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
た
。

二
、
二
つ
目
の
倭
寇
図
巻
─
『
抗
倭
図
巻
』
の
発
見

　

と
こ
ろ
で
『
倭
寇
図
巻
』
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
江
南
の
職
業
画
家
の
手

に
な
る
模
本
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
原
・
倭
寇
図
巻
と
い
う
べ
き
作
品
が
あ
り
、『
倭
寇
図
巻
』
は
そ
こ
か
ら
派
生
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し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
倭
寇
図
巻
』
と
同
様
の
図

巻
は
多
く
作
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
従
来
そ
の
よ
う
な
も
の
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
中
国
国
家
博
物
館
が
『
抗
倭
図
巻
』
と
名
付
け
ら
れ

た
、『
倭
寇
図
巻
』
そ
っ
く
り
の
図
巻
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
二
〇
一

〇
年
九
月
本
所
と
中
国
国
家
博
物
館
と
で
共
同
研
究
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
『
抗
倭
図
巻
』
は
、
絹
本
着
色
、
全
長
は
約
五
九
九
セ
ン
チ
、
前
欠
で
あ
る
が
、

全
長
約
五
三
〇
セ
ン
チ
の
『
倭
寇
図
巻
』
よ
り
約
七
〇
セ
ン
チ
近
く
長
い
。
倭
寇
の

上
陸
と
掠
奪
、
明
軍
の
出
撃
と
倭
寇
と
の
合
戦
、
そ
し
て
明
軍
の
勝
利
を
描
く
画
面

構
成
は
同
じ
で
あ
る
が
、『
倭
寇
図
巻
』
に
は
無
い
、
倭
寇
の
首
や
捕
虜
を
連
れ
て

の
凱
旋
の
シ
ー
ン
が
あ
る
。
岩
の
上
で
形
勢
を
観
望
す
る
倭
寇
・
略
奪
す
る
二
人
組

の
倭
寇
・
勝
利
を
告
げ
る
騎
馬
武
者
の
姿
な
ど
、
図
柄
の
趣
向
が
よ
く
似
て
い
る
一

方
で
、
山
や
木
の
描
き
方
・
水
の
描
き
方
な
ど
、
画
を
構
成
す
る
要
素
に
か
な
り
の

相
違
が
あ
り
、『
倭
寇
図
巻
』
と
『
抗
倭
図
巻
』
を
直
線
的
な
親
子
関
係
と
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
両
図
巻
は
、
原
・
倭
寇
図
巻
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
派
生
し
た
、
い
わ
ば

親
戚
関
係
に
あ
た
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
明
代
後
期
に
は
名
作
の
贋
作
作
り

が
流
行
し
、
と
り
わ
け
『
清
明
上
河
図
』
な
ど
都
市
社
会
を
描
い
た
、
わ
か
り
や
す

い
世
俗
的
な
絵
画
が
流
行
し
た
。
両
図
巻
は
こ
う
し
た
文
化
的
動
向
の
も
と
、
お
そ

ら
く
江
南
の
工
房
で
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
明
末
の
出
版
文
化
の
隆
盛
の
な
か
で

幅
広
い
階
層
が
書
籍
を
持
ち
出
す
と
い
う
動
向
と
も
連
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
両
図
巻
の
も
と
に
な
っ
た
、
原
・
倭
寇
図
巻
と
は
、
ど
の
よ
う
な
作
品

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
赤
外
線
撮
影
で

見
出
さ
れ
た
二
つ
の
年
号
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
倭
寇
図
巻
』
の
冒
頭
に
は
「
弘

治
四
年
」
と
い
う
年
号
が
、『
抗
倭
図
巻
』
の
冒
頭
に
は
「
日
本
弘
治
三
年
」
と
い

う
年
号
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
弘
治
三
年
は
一
五
五
七
年
、
弘
治
四
年
は
一

五
五
八
年
。
こ
の
年
号
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
倭
寇
王
と
呼
ば
れ
た
王
直

の
捕
縛
に
絡
む
年
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
王
直
が
中
国
側
の
招
撫
に
応
じ
て
帰
国
し

た
の
が
弘
治
三
年
、
王
直
が
獄
に
下
さ
れ
、
同
行
し
て
き
た
大
友
氏
使
者
が
明
軍
と

合
戦
の
上
、
逃
亡
し
た
の
は
弘
治
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
王
直
の
捕
縛
は
、
浙
直

総
督
胡
宗
憲
の
功
績
と
し
て
大
い
に
宣
伝
さ
れ
、
こ
れ
を
境
に
い
わ
ゆ
る
「
嘉
靖
大

倭
寇
」（
一
五
五
〇
年
代
に
主
に
浙
江
沿
海
部
で
展
開
さ
れ
た
激
し
い
襲
撃
・
掠
奪

活
動
）
は
終
焉
に
向
か
っ
た
と
い
う
認
識
を
も
醸
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
弘
治
三

年
・
四
年
は
い
わ
ば
「
嘉
靖
大
倭
寇
」
が
鎮
圧
さ
れ
た
象
徴
的
な
年
な
の
で
あ
り
、

倭
寇
に
対
す
る
明
軍
の
勝
利
の
物
語
に
ふ
さ
わ
し
い
年
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
原
・
倭
寇
図
巻
は
、
特
定
の
戦
闘
そ
の
も
の
を
描
い
て
い
る
と
い
う
よ

り
は
、
胡
宗
憲
の
王
直
退
治
を
主
軸
と
し
た
「
嘉
靖
大
倭
寇
」
に
対
す
る
明
軍
の
勝

利
を
寿
ぐ
作
品
で
あ
っ
た
と
想
定
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

（
（
（

。

三
、
三
つ
目
の
倭
寇
図
巻
─
「
胡
梅
林
平
倭
図
巻
」
の
紹
介

　

こ
う
し
た
見
解
に
修
正
を
迫
っ
た
の
が
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
の
国
際
研
究
集
会

で
馬
雅
貞
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
「
文
徴
明
画
平
倭
図
記
」
で
あ
る
。
詳
細
は
『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
三
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
が

（
（
（

、『
胡

梅
林
平
倭
図
巻
』
と
い
う
第
三
の
倭
寇
図
巻
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

　
「
文
徴
明
画
平
倭
図
記
」
は
、
清
代
の
文
人
張
鑑
が
、
揚
州
阮
氏
文
選
楼
所
蔵
『
明

文
徴
明
画
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
に
つ
い
て
記
し
た
解
題
で
あ
る
。
張
鑑
の
語
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
と
は
、
胡
梅
林
こ
と
胡
宗
憲
の
部
下
で
あ
っ

た
楊
芷
が
、
胡
宗
憲
の
求
め
に
応
じ
て
文
徴
明
の
弟
子
に
画
か
せ
た
、
丙
辰
（
嘉
靖

三
五
年
、
一
五
五
六
）
の
乍
浦
梁
荘
の
勝
利
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
高
さ
約
四
〇

セ
ン
チ
、
長
さ
約
六
七
〇
セ
ン
チ
、
巻
首
に
「
靖
海
奇
功
」
と
い
う
四
字
、
巻
末
に

は
紀
事
（
解
説
）
一
篇
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
み
な
「
御
史
張
寰
」
な
る
人

物
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

（
（
（

。
さ
ら
に
張
鑑
は
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
て
い
る
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人
物
た
ち
に
つ
い
て
独
自
に
名
あ
て
を
試
み
て
い
る
。
馬
雅
貞
氏
の
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
張
鑑
に
よ
る
図
中
人
物
の
考
察
は
、『
抗
倭
図
巻
』
と
よ

く
一
致
し
、
両
者
は
同
一
系
統
に
属
す
る
作
品
と
見
な
せ
る
と
い
う
。

　

嘉
靖
丙
辰
の
乍
浦
梁
荘
の
勝
利
と
は
、
嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）
の
胡
宗
憲
に

よ
る
徐
海
と
そ
の
一
党
退
治
を
指
す
。
こ
の
戦
い
で
、
徐
海
は
自
殺
し
一
党
の
主

だ
っ
た
人
間
は
捕
虜
と
な
っ
た
。『
籌
海
図
編

（
（
（

』
に
「
乍
浦
之
捷
」「
紀
剿
徐
海
本
末
」

と
し
て
特
筆
さ
れ
る
、
胡
宗
憲
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
勝
利
で
あ
る
。
張
鑑
の
語
る

と
こ
ろ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
─
続
く
山
﨑
報
告
で
は
こ
の
点
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
が
─
、
こ
れ
ま
で
原
・
倭
寇
図
巻
の
主
題
と
し
て
想
定
し
て
き
た
王
直
退

治
の
物
語
と
は
、
場
所
も
年
代
も
相
手
も
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
原
・
倭
寇

図
巻
は
、「
嘉
靖
大
倭
寇
」
に
対
す
る
明
軍
の
勝
利
を
寿
ぐ
な
ど
と
い
う
茫
漠
と
し

た
一
般
的
な
理
由
で
は
な
く
、
明
確
に
胡
宗
憲
と
い
う
特
定
の
個
人
の
功
績
を
顕
彰

す
る
戦
勲
図
と
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

こ
の
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
に
題
・
解
説
を
付
し
て
い
る
張
寰
は
、
字
を
允
清
と

い
い
、
正
徳
辛
巳
（
一
五
二
一
）
に
進
士
と
な
り
、
通
政
司
参
議
に
至
っ
た
人
物
で

あ
る

（
（
（

。
つ
ま
り
胡
宗
憲
と
は
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
単
に
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
た

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
胡
宗
憲
と
交
遊
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
の
文
集
に
収
め

ら
れ
た
詩
か
ら
判
明
す
る

（
（
（

。

　
　
「
題
石
田
湖
山
春
暁
図
賀
梅
林
司
馬
進
秩
」

　
　

春
暁
湖
山
万
象
新
、風
淳
海
宇
不
揚
塵
、虞
廷
偃
武
光
前
烈
、商
鼎
調
羹
属
偉
人
、

す
な
わ
ち
張
寰
は
、
胡
宗
憲
の
昇
進
祝
と
し
て
、
沈
周
の
絵
に
詩
を
付
し
て
贈
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
あ
り
、
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
の
戦
勲
図
が
作
ら
れ
た
際
に
文
を
付

す
こ
と
も
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
人
物
と
言
え
る
。
と
な
る
と
張
鑑
の
見
た
、
揚

州
阮
氏
文
選
楼
所
蔵
の
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
は
、
原
・
倭
寇
図
巻
に
極
め
て
近
い

模
本
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
原
・
倭
寇
図
巻
そ
の
も
の
の
可
能
性
す
ら
あ
る
こ
と
に

な
る
。

　

そ
れ
で
は
『
倭
寇
図
巻
』『
抗
倭
図
巻
』『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
と
い
う
三
つ
の
倭

寇
図
巻
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
整
理
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
初
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
倭
寇
図
巻
』
と
『
抗
倭
図

巻
』・『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
と
の
距
離
で
あ
る
。
馬
雅
貞
氏
の
研
究
に
よ
り
、「
文

徴
明
画
平
倭
図
記
」
で
張
鑑
が
行
っ
て
い
る
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
の
人
物
比
定
は
、

『
抗
倭
図
巻
』
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
と
一
致
し
、
両
絵
巻
が
描
か
れ
て
い
る
人
物

と
い
う
意
味
で
は
酷
似
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
描
か
れ
て
い

る
人
物
と
し
て
は
、
海
上
合
戦
の
場
面
に
お
い
て
は
兪
大
猷
・
丁
僅
、
凱
旋
の
場
面

で
は
尹
秉
衡
・
盧
鏜
、
城
か
ら
出
撃
し
て
い
く
場
面
に
お
い
て
は
胡
宗
憲
・
趙
文

華
・
阮
鶚
・
趙
孔
昭
・
郭
仁
・
劉
燾
・
徐
汝
・
汪
柏
・
王
詢
等
の
文
官
お
よ
び
武
官

の
徐
珏
の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
倭
寇
図
巻
』
の
海
上
合

戦
の
場
面
に
は
、
兪
大
猷
・
丁
僅
に
比
定
さ
れ
る
よ
う
な
指
揮
官
が
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
『
倭
寇
図
巻
』
に
お
い
て
は
城
か
ら
出
撃
し
て
い
く
明
軍
は
、『
抗
倭
図
巻
』

よ
り
も
ず
っ
と
長
々
と
描
か
れ
る
が
、
文
官
と
み
な
せ
る
の
は
一
名
に
す
ぎ
な
い
。

一
見
き
わ
め
て
似
て
い
る
『
抗
倭
図
巻
』
と
『
倭
寇
図
巻
』
の
距
離
は
意
外
に
遠
い

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

　

一
方
、『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
と
『
抗
倭
図
巻
』
に
お
い
て
も
、『
胡
梅
林
平
倭
図

巻
』
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
戴
沖
霄
に
あ
た
る
人
物
が
、『
抗
倭
図
巻
』
で
は
見
当

た
ら
な
い
よ
う
に
、
両
者
の
人
物
描
写
は
全
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
胡

梅
林
平
倭
図
巻
』
に
見
ら
れ
た
張
寰
の
揮
毫
と
文
章
が
『
抗
倭
図
巻
』
か
ら
は
す
べ

て
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
抗
倭
図
巻
』
は
、
張
鑑
の
み
た
『
胡
梅
林
平

倭
図
巻
』
の
忠
実
な
模
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
抗

倭
図
巻
』
に
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の
年
号
が
あ
る
。
こ
れ
は
乍
浦
梁
荘
の

戦
い
の
翌
年
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、『
抗
倭
図
巻
』
の
主
題
を
乍
浦
梁
荘

の
戦
い
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
図
巻
は
描
か
れ
た
人
物
が
そ
っ
く
り
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
題
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
人
物
描
写
と
い
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う
面
で
は
両
図
巻
か
ら
遠
い
『
倭
寇
図
巻
』
は
、
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
の
年
号

を
も
ち
、
主
題
と
し
て
は
胡
宗
憲
に
よ
る
王
直
捕
縛
に
象
徴
さ
れ
る
倭
寇
鎮
圧
の
物

語
と
い
う
、『
抗
倭
図
巻
』
と
同
様
な
も
の
を
想
定
し
う
る
。

　
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
に
は
胡
宗
憲
と
交
遊
の
あ
っ
た
人
物
の
手
に
な
る
文
章
が

付
属
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
他
の
二
種
よ
り
も
原
・
倭
寇
図
巻
に
近
い
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
原
・
倭
寇
図
巻
の
主
題
は
、
や
は
り
乍
浦
梁
荘
の
勝

利
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
原
・

倭
寇
図
巻
の
風
景
を
た
ず
ね
て
、
胡
宗
憲
の
徐
海
退
治
の
舞
台
と
な
っ
た
乍
浦
・
梁

荘
・
沈
荘
（
い
ず
れ
も
浙
江
省
嘉
興
市
）
を
訪
れ
た
。
こ
の
調
査
の
成
果
な
ら
び
に

胡
宗
憲
の
徐
海
退
治
の
歴
史
的
な
経
緯
と
倭
寇
図
巻
と
の
関
わ
り
は
山
﨑
報
告
で
述

べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
な
み
な
み
と
水
を
た
た
え
た
水
路
が
無
数
に
走
る
、
江

南
デ
ル
タ
の
豊
か
な
水
田
風
景
は
、
王
直
捕
縛
の
舞
台
と
な
っ
た
舟
山
本
島
の
岑

港
・
定
海
港
の
景
観
と
全
く
異
な
り
、『
倭
寇
図
巻
』・『
抗
倭
図
巻
』
に
描
か
れ
る

風
景
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

推
測
に
な
る
が
、
江
南
の
工
房
で
模
本
が
作
ら
れ
、
広
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
倭

寇
図
巻
は
、
胡
宗
憲
と
い
う
個
人
を
顕
彰
す
る
戦
勲
図
か
ら
、
倭
寇
に
対
す
る
明
軍

の
勝
利
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
平
和
な
暮
ら
し
の
再
来
と
い
っ
た
も
の
を
描
く
、
よ

り
一
般
的
な
物
語
へ
と
、
絵
巻
の
主
題
が
展
開
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
過
程
で
、
本
来
の
主
題
で
あ
っ
た
嘉
靖
丙
辰
の
勝
利
─
徐
海
退
治
の
物
語

は
後
景
に
退
き
、
絵
巻
の
主
題
の
設
定
年
は
嘉
靖
大
倭
寇
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
事

件
と
し
て
語
ら
れ
た
王
直
捕
縛
の
年
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、『
抗
倭
図
巻
』
に
引
き
続
き
、『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
な
る
三
本

目
の
倭
寇
図
巻
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
以
上
、
今
後
あ
ら
た
に
第
四
の
倭

寇
図
巻
が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。
本
所
所
蔵
『
倭
寇
図
巻
』
は
、
東
ア
ジ
ア
の

孤
本
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
北
虜
南
倭
の
時
代
の
戦
勲
図
─
平
番
図
巻
と
平
倭
図
巻

　

と
こ
ろ
で
、
前
項
で
な
に
げ
な
く
「
戦
勲
図
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
た
が
、
こ

れ
は
馬
雅
貞
氏
の
提
唱
さ
れ
た
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
馬
氏
に
よ
れ
ば
明
代
中
期
以

降
、
官
人
た
ち
の
間
で
、
宦
蹟
図
の
制
作
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

宦
蹟
図
と
は
個
人
の
官
吏
と
し
て
の
経
歴
を
描
く
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
派
生
し
て
、

官
歴
の
な
か
の
一
部
─
た
と
え
ば
科
挙
合
格
後
の
祝
宴
な
ど
─
を
取
り
出
し
て
描
く

作
例
も
生
ま
れ
た
。
戦
勲
図
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
、
主
と

し
て
個
人
、
そ
れ
も
文
官
の
軍
功
の
顕
彰
と
い
う
か
た
ち
で
、
特
定
の
合
戦
が
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
勲
図
の
多
く
は
、
題
跋
が
文
集
に
伝
わ
る
の
み
で
、
現
存
作

例
は
多
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
馬
氏
が
戦
勲
図
の
代
表
作
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
『
平
番
得
勝
図
巻
』
で
あ
る
。

　
『
平
番
得
勝
図
巻
』
が
描
く
合
戦
の
歴
史
的
背
景
は
朱
敏
報
告
で
述
べ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
も
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
て
お
く
と
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
が

描
く
の
は
、
陝
西
総
督
石
茂
華
に
よ
る
万
暦
三
─
四
年
（
一
五
七
五
─
七
六
）
の
甘

粛
洮
州
の
西
羌
族
の
平
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
時
期
は
二
〇
年
ほ
ど
下
り
、
舞
台
は

南
の
沿
海
部
か
ら
西
北
の
山
間
部
に
移
る
が
、
地
方
官
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
、
明
朝
の

安
寧
を
脅
か
す
騒
乱
の
平
定
を
顕
彰
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
浙
直
総
督
胡
宗

憲
に
よ
る
嘉
靖
三
五
年
の
江
南
の
倭
寇
平
定
を
描
い
た
原
・
倭
寇
図
巻
と
画
題
と
作

成
背
景
に
共
通
性
が
あ
り
、
原
・
倭
寇
図
巻
か
ら
派
生
し
た
『
倭
寇
図
巻
』・『
抗
倭

図
巻
』
と
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
照
射
し
て
い
く
た
め
の
好
素
材
と
言

え
る

（
（
（

。
本
日
三
番
目
の
報
告
で
あ
る
陳
履
生
氏
の
報
告
で
は
こ
の
点
に
留
意
し
な
が

ら
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
美
術
史
的
特
質
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

五
、
さ
ま
ざ
ま
な
倭
寇
図
の
登
場

　

一
方
、
以
上
の
よ
う
な
胡
宗
憲
に
か
か
わ
る
物
語
と
は
別
個
に
描
か
れ
た
倭
寇
図
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の
存
在
も
、
こ
の
二
年
あ
ま
り
の
間
に
相
次
い
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

中
国
国
家
博
物
館
所
蔵
『
太
平
抗
倭
図
』
で
あ
り
、
本
図
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一

年
一
〇
月
の
国
際
研
究
集
会
で
陳
履
生
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。『
太
平
抗
倭
図
』

は
、
太
平
の
町
に
倭
寇
が
襲
来
、
民
衆
は
投
石
し
て
抵
抗
し
、
明
軍
は
鉄
砲
を
持
っ

て
駆
け
付
け
、
関
帝
廟
か
ら
は
関
羽
が
出
陣
、
倭
寇
は
無
事
撃
退
さ
れ
た
と
い
う
内

容
を
、
約
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
く
も
の
で
あ
る
。
太
平
は
現
・

浙
江
省
台
州
市
温
嶺
市
、
後
期
倭
寇
の
多
発
地
帯
に
位
置
す
る
。
本
図
に
特
徴
的
な

の
は
、『
倭
寇
図
巻
』
な
ど
で
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
、
女
性
の
掠
奪
の
シ
ー
ン

が
多
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
史
書
に
み
ら
れ
る
倭
寇
の
悪
行
が
生
々
し
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。
倭
寇
た
ち
は
、
一
様
に
扇
と
日
本
刀
を
手
に
し
て
お
り
、
こ
の

二
つ
が
、
倭
寇
を
示
す
記
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
太
平
の
町
を
実
際
に
訪
れ
、
こ
の
図
に
描

か
れ
て
い
る
風
景
を
色
濃
く
残
す
太
平
県
城
の
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。

　
『
太
平
抗
倭
図
』
は
紙
本
着
色
の
絵
で
あ
る
が
、
版
画
の
倭
寇
図
の
存
在
も
明
ら

か
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
馬
雅
貞
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
三
省
備
辺
図
記
」

と
い
う
版
本
に
は
、「
崇
武
擒
倭
寇
図
」「
永
寧
破
倭
寇
図
」「
安
海
平
倭
寇
図
」「
練

兵
平
倭
寇
図
」「
平
倭
寇
欽
賞
図
」
と
、
五
つ
も
の
倭
寇
鎮
圧
関
係
図
が
収
録
さ
れ

て
い
る

（
（
（

。「
三
省
備
辺
図
記
」
と
は
、
明
代
後
期
の
官
僚
蘇
愚
が
自
ら
作
ら
せ
た
も

の
で
、
一
五
六
七
─
六
九
年
福
建
の
倭
寇
・
海
寇
鎮
圧
、
一
五
七
二
─
七
三
年
広
東

の
山
寇
鎮
圧
、
一
五
七
四
年
広
東
の
潮
寇
鎮
圧
、
一
五
七
九
─
八
一
貴
州
の
苗
族
反

乱
等
の
鎮
圧
と
い
う
彼
の
功
績
を
、
図
と
文
章
で
描
い
た
も
の
で
、
こ
れ
も
戦
勲
図

の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
図
に
は
、
捕
え
ら
れ
て
引
き
据
え
ら
れ
る
倭
寇

た
ち
、
明
軍
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
倭
寇
た
ち
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
倭
寇
た
ち
は

み
な
、
月
代
を
剃
り
裸
足
で
日
本
刀
や
長
弓
を
持
つ
姿
で
表
現
さ
れ
、
倭
寇
が
逃
げ

去
っ
た
後
に
は
日
本
刀
が
散
乱
す
る
。

　

馬
氏
の
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
明
末
に
は
倭
寇
退
治
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
説
が
多
く
書
か
れ
、
そ
う
し
た
小
説
に
は
挿
絵
も
あ
っ
た
。『
戚
南
塘
剿
平
倭
寇

志
伝
』
は
、
倭
寇
退
治
の
武
将
と
し
て
著
名
な
戚
継
光
の
活
躍
を
描
く
、
作
者
不
詳

の
小
説
で
あ
る

（
９
）。

全
体
像
は
不
明
で
、
現
在
第
一
巻
の
途
中
か
ら
第
三
巻
ま
で
が
伝

わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
る
倭
寇
た
ち
は
、
や
は
り
み
な

月
代
を
剃
り
、
日
本
刀
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
刀
を
二
本
持
つ
者
も
い
る
が
、
二
刀

流
の
倭
寇
は
、『
倭
寇
図
巻
』
に
も
み
ら
れ
る
。

　

現
状
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
倭
寇
退
治
の
小
説
の
展
開
ま
で
は
追
え
て
い
な

い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
挿
絵
付
の
倭
寇
小
説
の
流
行
は
、
胡
宗
憲
個
人
の
戦
勲
図
と

し
て
描
か
れ
た
原
・
倭
寇
図
巻
か
ら
、『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
の
よ
う
な
、
倭

寇
に
対
す
る
明
軍
の
勝
利
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
物
語
を
描
く
作
品
を
派
生
さ

せ
、
受
容
し
て
い
く
社
会
的
背
景
を
解
く
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
今

後
追
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
1
）		

以
上
一
、
二
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
倭
寇
図
巻
再
考
」（『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
二
年
）・「
史
料
紹
介
：
倭
寇
図
巻
」（『
日
本
史

の
研
究
』
二
三
四
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
2
）		

馬
雅
貞
「
戦
勲
と
宦
蹟
─
明
代
の
戦
争
図
像
と
官
員
の
視
覚
文
化
─
」。
中
国
語
版

は
「
戰
勲
與
宦
蹟
：
明
代
戦
争
相
関
図
像
與
官
員
視
覚
文
化
」（『
明
代
研
究
』
第
一

七
期
、
二
〇
一
一
年
）。
以
下
馬
氏
の
研
究
に
言
及
す
る
際
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
3
）		

張
鑑
『
冬
青
館
甲
集
』（『
続
修
四
庫
全
書
』）
所
収
。
訳
注
は
山
﨑
岳
「
張
鑑
「
文

徴
明
画
平
倭
図
記
」
の
基
礎
的
考
証
お
よ
び
訳
注
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』

二
三
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
4
）		
胡
宗
憲
幕
下
の
鄭
若
曾
の
執
筆
に
な
る
日
本
研
究
書
兼
倭
寇
対
策
書
。

（
5
）		

『
張
通
参
集
』（『
盛
明
百
家
詩
』
五
八
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）
所
収
）。

（
6
）		

『
張
通
参
集
』
所
収
。

（
7
）		

な
お
二
〇
一
三
年
七
月
の
調
査
で
、
山
東
博
物
館
に
『
平
番
得
勝
図
巻
』
か
ら
派

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 126（　 ）

生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
従
来
、
壬
辰
倭

乱
時
に
お
け
る
兵
部
尚
書
邢
玠
の
戦
功
図
と
み
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
倭
寇

図
巻
と
同
様
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
も
模
本
が
複
数
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し

興
味
深
い
。

（
8
）		

『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
二
二
所
収
。

（
9
）		

古
本
小
説
集
成
編
輯
委
員
会
編
『
戚
南
塘
剿
平
倭
寇
志
伝
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
。

〔
付
記�

〕
本
稿
は
、「
倭
寇
図
巻
研
究
の
現
在
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析�

セ
ン
タ
ー
通
信
』
五
九
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
に
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
の
現
地

調
査
の
成
果
等
を
加
え
、
国
際
研
究
集
会
の
趣
旨
に
合
わ
せ
て
加
筆
・
再
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
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